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SKA1の建設により、2030年代には 1 GHz以下の電波天文学が開拓され、これまでにない研究が行われること
になる。このような時代において、低周波帯VLBIの果たす役割は大きい。例えば EoRの研究において、21 cm
放射の検出に向けて前景電波源の位置とフラックス密度を高精度に決定する必要がある。また PTAによる nHz
重力波研究の進展に伴い、重力波源特定のためにパルサー距離の精密測定が求められている。これらの課題解決に
低周波帯VLBIが必要となるが、現時点では 50 – 350 MHz帯におけるVLBI観測は世界的にも研究例が少ない。
我々は、低周波数VLBI試験観測を行い、観測技術の実証を行うとともに、予備的な科学研究成果を得ること

を目指している。本講演では、初期段階として実施した 320 MHz帯の日印間試験観測で得られた成果と課題を
報告するものである。参加望遠鏡は東北大学の飯舘局（IPRT）および蔵王局、インドのGMRTおよびORTで
ある。日印基線長は約 6600 kmである。観測天体はクェーサーおよびパルサーである。観測周波数は 316 – 332
MHzの 16 MHz帯域で、日本局とORTは直線偏波、GMRTは円偏波をそれぞれ記録した。
観測の結果、クェーサー・パルサー共にフリンジを検出することに成功した。3局組み合わせで算出した closure

phase はほぼ 0で安定していた。パルサーの観測では単一鏡データで周期および分散量の推定に成功したほか、パ
ルサーゲートを用いない相関処理でも明瞭なフリンジが得られた。一方、相関解析を通じて、局間クロックの安
定性や電離層の影響等も明らかとなった。


